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固定的で︑ノスタルジックで︑シンプルで︑静かなイメージが一九三〇年代にはじまり︑西洋に広がり︑そして日本に環流したことを示すこと ある︒鈴木大拙や久松真一といった禅アートの唱道者たちが作った固定観念をずらすことが︑彼のストラテジだ︒抽象︑非対称︑ミニマリズム︑モノクローム もたらす︑スピリチュアルなアジアという異国趣味に抵抗し︑それに代わって︑グローバル化した禅における民族︑ジェンダー 階級 商業主義︑環境︑大衆文化といったものに レヴィン 光 当ててきた︒　
本書では︑ ﹁覚醒﹂展と﹃大徳寺﹄でみせた思索をいっそう深め
ている︒ ﹁無﹂が強調される以前の禅アート︑禅と西洋の接触︑鈴木による禅の近代化︑一九五〇年代後半以後の米国 の禅ブームといった︑禅文化論のスト ーの精緻な記述はもとより 雑誌﹁ニューヨーカー﹂に載った風刺漫画︑ ﹁ＺＥＮ﹂という香水︑禅僧が登場する高級車のＣＭクリップ はてはアメリカの禅センターが販売するさまざまなグッズにまで射程を広げ︑著者は と禅アートを問う︒　
驚くべきことに︑十六世紀に来日したイエズス会の宣教師たち











みせるクスクス笑いに象徴されるように︑もともと仏教にはユーモアの精神がある ﹁ニューヨーカー﹂の﹁禅漫画﹂には︑マイノリティー 宗教で 禅に そしむ西洋人と︑そこに忍び込む物質文明が戯画化されてい 禅漫画﹂による﹁平凡かつ文化的な比喩の禅への侵入﹂に注目す ことで 禅と の高尚な概念に疑問を投げかけ ︒この問題にここまで徹底的に踏み込んだ研究を︑評者は知らない︒　
禅と大衆文化への著者の関心は︑禅と結びついた商業主義への
書評
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批判へと向かう︒西洋におけるさまざまな禅の表象の分析を通して︑著者はこう結論づける
︱︱
商品化とブルジョア的消費の対象
になった結果として︑禅は﹁トランスナショナル 文化産物﹂になったのだと︒　
それに加えて︑米国各地の禅センターにある土産物店で売られ
ている小さな仏像などの﹁
Z
enny ﹂な商品を︑著者は深掘りする︒
﹁この店でこの商品を買うのが善行だ﹂と禅センターが顧客に感じさせることと︑スターバックスやホールフーズのビジネスは類似していると著者は指摘する︒禅の商業主義への批判的視線から︑著者は﹁真の禅﹂ ﹁真の禅アート﹂とは何かの問いに突き進む︒　
本書は︑禅アートだけでなく︑それを包括する美術史の境界を
開くことに成功してい ︒
